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1.序論

近年，グランピングという新しい形のキャンプ

が流行している.グランピングとは，グラマラス

キャンピングの略称で，高級リゾートホテルのよ

うな空間で自然を優雅に楽しむキャンプスタイル

を言う.キャンプ初心者でも気軽に参加出来るこ

とや，従来のキャンプでは味わえない体験が出来

ると，人気を集めている.また，参加者が感じた

グランピングの満足度を明らかとし，今後の発展

に繋げようとする研究はあまりされていない為，

明らかにしたいと考えた.

そこで本研究は，グランピング参加者の満足度

を明らかにすることを目的とする.

2.研究方法

1)対象者

兵庫県Nグランピング施設，滋賀県Gグランピ

ング施設，京都府Gグランピング施設の計3施設

の参加者，男性22人，女性54人の計76人.

2)調査方法

筆者が独自に作成した青磁・質問調査用紙を用

い，筆者が直接参加者にアンケート調査を依頼し

回収した.

3)諦査時期

2017年 11月の土曜日，日曜日，祝日.

4)調査内容

参加者の特性について，参加動機について，グ

ランヒ。ングで行ってみたい活動についてを調査項

呂とした満足度については， 20項目質問を挙げ，

6段階で回答を求めた.

3.結果と考察

1)グランピング参加者の特性

参加者は， 20代の女性が一番多かった.職業で

一番多かったのは会社員で，その次が学生だ、った.

キャンプ経験が3回以下のグランピング参加者が

全体の80%だ、と分かった.全体の93%は今回が初

めてのグランヒ。ング参加であった.

2)グランピング参加者の参加動機について

参加動機については， 76人中 73人が楽しそう

だからと参加したと分かった.また，自然の中で

の活動が好きだから，友人に誘われたから， SNS 

に写真をあげたいからの回答も多かった.利用し

たグランヒ。ング施設を知ったきっかけは知人の紹

介が最も多く，口コミで広まっていることが分か

った.

3)グランヒ。ング、参加者の活動について

野外炊事は全員の参加者が行ったことが分かつ

た.天体観測や自然と触れ合ったという回答も多

く， 日常生活でなかなか楽しめないことを楽しん

だと考えられる.また、イルミネーションや温泉

など，グランピング施設内にあるアクティピティ

ーを楽しんだという声も多かった.写真撮影も 39

人(51%)の人が楽しんでいて， SNSへおしゃれな

写真を載せることに喜びを感じていると分かった.

4)グランピングの満足度

グランピング参加者の満足度は， 20項目中 18

項目で3点以上の点数を衡専していることから，

全体的に高いと分かった.因子分析をした結果，

活動因子，施設因子，サービス因子では活動因子

の満足度が最も高かった.性差別，年齢別に大き

な差はないことが分かった.また、グランピング

施設内の移動が多いことを不満に感じている参加

者が一番多かったが，プライベートな空間を作る

ことを大切にしているグランピング施設の今後の

課題になると考えられる.

グランピング参加者の満足度は高いことが分か

った.71人(93%)が今回が初めてのグランピング

参加であった.年齢相拐fJで大きな差はなく，ま

た参加したいという回答が多いことから，さらな

る発展が期待される.
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